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安行の植木生産業における文化的景観の
景観構造の解明

奥泉由有*・町田彰久**・荒井　歩*** †

（平成 31 年 2 月 20 日受付/令和元年 6 月 7 日受理）

要約：埼玉県川口市安行は江戸時代から続く伝統的植木生産地域であり，恵まれた地形・地質と東京近郊の
立地性が相まって，現在も植木生産業が続いている。本研究では，安行の植木生産地としての歴史的背景を
踏まえた上で，植木畑の立地特性及び利用特性を解明し，安行の植木生産地としての文化的景観の景観構造
を明らかにすることを目的とした。安行は標高 15 m の台地と標高 5 m の低地が入り組んだ複雑な地形を有
する。調査の結果，台地の平面形状及び断面形状より区分した 5 つの地域を，景観単位として設定した。各
景観単位の特徴より，安行の植木生産業における文化的景観の景観構造の特徴として，①景観構造を構成す
る地形は台地・低地・斜面であること，②植木畑は台地に立地し，かつ低地または台地につながる緩斜面に
立地すること，③斜面には樹林が存在すること，④台地には井戸，低地の植木畑付近には水路がみられるこ
との 4 点があげられた。
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1．　研究の背景と目的
　埼玉県川口市安行は江戸時代から続く伝統的植木生産地
域である1）。恵まれた地形・地質と東京近郊の立地性が相
まって，現在も植木生産業が続いている。「農林水産業に関
連する文化的景観の保護に関する調査研究」（2003）では，

「安行の植木」として 2 次調査の対象に選定された2）。さ
らに現在，川口市では植木生産地としての安行を国の重要
文化的景観に選定しようとする動きがあり，調査が進めら
れている。
　近年，地域固有の歴史の中で育まれてきた多様な景観の
保全が重視されている。平成 16（2004）年には文化財保護
法改正に伴い，文化的景観が規定された。篠原（2009）は，
文化的景観を表出された景観と表現し，景観を守るために
その景観を支えている人間の営為，活動について言及する
必要性を指摘している3）。よって，今後安行の植木生産業
を基盤とする景観を継承していくためには，植木生産地と
しての安行の存続を図ることが不可欠である。そのため
に，安行固有の植木生産地としての価値づけが必要とされ
ている。
　これまでに，新井（1984）は伝統的な植木生産地である
安行地域が，1960 年代以降の都市化の進展，植木需要構造
の変化，新興植木生産地域の成立などの経営上のインパク
トに対して，どのように産地の性格を形づくってきたかに
ついて経営の観点から検討を試みた4）。また，澤田（1985）

は，安行の位置する埼玉県南東部地域が県内最大の植木生
産地域へと発展し得たのは，販売立地の優位性に基づくと
ころが大きいと結論づけている5）。一方，安行の植木生産
業について，安行特有の地形や地質等の自然環境や，植木
生産業が営まれていることにより形成されてきた文化的景
観に着目した研究はない。
　そこで，本研究では安行の景観について，植木生産業と
いう生業に着目し，文化的景観の観点から研究を行う。文
化的景観とは「地域の自然，歴史，文化を背景として，伝
統的産業および生活と密接に関わり，その地域を代表する
独特の土地利用形態又は固有の風土を表す景観」と位置付
けられる。安行の植木生産地としての歴史的背景を踏まえ
た上で，地形的特徴や緑地分布状況に着目し，植木畑の立
地特性を解明する。同時に，植木畑の空間構成や利用状況
から植木畑の利用特性を解明する。最後に，安行の植木生
産業を基盤とする文化的景観の景観構造を固有の地形を活
かした生業に関する土地利用や空間構成の総体的な眺めの
構造として明らかにすることを目的とする。

2．　研究の方法
⑴　植木生産地としての安行の位置づけ把握

　文献1, 4, 6, 7） 及び地形図（2 万 5 千分の 1（H14～H24）8））を
用いて，日本の四大植木生産地の地形的特徴と植木畑の分
布状況を整理し，植木生産地としての安行の特徴を明確に
した。
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⑵　調査対象範囲の設定
a）　「安行」の地理的及び歴史的解釈

　文献4, 5, 9-15） をもとに，植木生産の場としての「安行」の
地理的及び歴史的解釈を整理した。

b）　植木生産業が行われている範囲の整理
　植木生産業が行われている範囲を明らかにするために，
文献16） 及び昭和 20 年代・昭和 40 年代・現在（平成 20 年代）
の地形図（2 万 5 千分の 1（S27～S3317），S45～S4818），H13～
H2119）））を用いて，安行周辺における植木畑の分布範囲を
整理した。さらに，文献20-22） より植木生産業者の町村別戸
数を把握し，地形図（2 万 5 千分の 1（H13～H21）19））上に
整理した。

c）　調査対象範囲の設定
　「安行」の地理的及び歴史的解釈，植木生産業が行われ
ている範囲の整理をもとに，本研究における調査対象範囲
を設定した。

⑶　植木生産地としての歴史の把握
a）　安行の地域形成の歴史

　安行の地域の形成過程を明らかにするために，文献23-25）

をもとに，関東郡代伊奈氏によって安行周辺地域の整備が
行われたとされる江戸時代初期から末期までの安行周辺地
域における河川改修や新田開発等の整備履歴を整理した。

b）　安行における植木生産地形成の歴史
　安行における植木生産地の形成過程を明らかにするため
に，文献5, 26） をもとに，安行において植木生産が始まったと
される江戸時代初期から現代までの期間について，植木の
生産が始まった経緯や，社会背景の変化により変動する植
木需要に伴う植木生産業への影響等について整理した。ま
た文献16, 27），Web サイト28），地形図（2 万 5 千分の 1（H13～
H21）19））をもとに，街道筋等の植木生産地の形成に関わる
環境状況について整理した。

⑷　植木畑の立地特性の解明
a）　地形的特徴の把握

　土地分類図（埼玉県 20 万分の 1 地形分類図29）），地形図
（2 万 5 千分の 1（H13～H21）19），川口市 1 : 2,500（2013 年）30），
さいたま市 1 : 2,500（2016 年）31））及び現地調査をもとに地
形分析を行い，台地の形状，谷津や低地の分布状況，斜面
の傾斜，水系等の特徴を把握した。

b）　優占的な緑地状況及びその変遷の把握
　地形による土地利用の特徴及びその変遷を把握するため
に，昭和 20 年代・昭和 40 年代・現在（平成 20 年代）の 3 時
代について，地形図（2 万 5 千分の 1（S27～S3317），S45～
S4818），H13～H2119）））より植木畑に加え樹林，畑，水田等
も含めた緑地の状況とその変遷を整理した。

⑸　植木畑の利用特性の解明
a）　ヒアリング対象業者の選定

　安行周辺に植木畑を所有し，現在も露地での植木生産を
中心に行っている植木生産業者 5 軒を選定し，平成 30

（2018）年 11 月 27 日及び同年 12 月 17，18 日にヒアリング

調査を行った。被験者は，所在地区や詳細業態に留意して
選定した（表 1）。

b）　植木畑の空間構成の把握
　植木畑の空間構成を把握するために，地形図（川口市
1 : 2,500（2013 年）30）），住宅地図（ゼンリン電子住宅地図デ
ジタウン埼玉県川口市・蕨市（2018 年）32））及びヒアリン
グ調査をもとに，植木畑内の地形や植木の配置及び作業道
の位置等を整理し，植木畑内の平面図を作成した。

c）　植木畑の利用状況の把握
　植木畑の利用状況を把握するために，文献33-41） 及びヒア
リング調査をもとに，植木生産業における日々の業務内容
及び長期的な生業工程を整理した。また，栽培樹種や植木
の流通経路等についても整理した。

⑹　文化的景観構造の解明
　植木生産地としての歴史，植木畑の立地特性及び利用特
性を踏まえ，景観単位を設定すると共に安行の文化的景観
の構造を解明した。

3．　研究の結果
⑴　植木生産地としての安行の位置づけ把握

　日本の植木生産地は伝統的植木生産地域と新興植木生産
地域に大別することができる1）。安行は伝統的植木生産地
域とされ，稲沢（愛知県），細河（大阪府）・山本（兵庫県），
久留米・田主丸（福岡県）とともに四大植木生産地として
位置付けられている1）。
　四大植木生産地のうち，安行以外の 3 地域は川沿いの低
地や山の麓に立地するのに対し，安行は川沿いの低地と台
地で構成された土地に立地している。川沿いの低地に加
え，台地・斜面の各地形を有する地形的特徴は，安行固有
のものだと考えられる。

⑵　調査対象範囲の設定
a）　「安行」の地理的及び歴史的解釈

　収集した資料4, 5, 9-15） ごとに定義された「安行」の範囲を
地図上に整理したところ，主に川口市北東部を指す狭義の

「安行」と，川口市北東部からさいたま市も含む範囲を指
す広義の「安行」があり，「安行」の範囲の定義は 2 つに
大別された。このことから，「安行」という地域を明確に
定めた範囲設定はないことが分かった。

b）　植木生産業が行われている範囲の整理
　昭和 20 年代，昭和 40 年代，現在（平成 20 年代）の植木
畑の分布範囲を整理した。昭和 20 年代ではほとんど植木

表 1　安行におけるヒアリング対象業者の属性
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畑の分布が確認されなかった。また，昭和 40 年代及び現在
の植木畑の分布範囲を整理したところ，両時代共に現在の
川口市北東部及びさいたま市緑区・見沼区・岩槻区の範囲
に分布しており，おおよその分布範囲に変化はなかった。
さらに，安行周辺を通る街道の一つである日光御成道の沿
道景観について，昭和 59（1984）年にはおおよそ前述の範
囲において，沿道に植木畑が形成されていた16）。
　次に，大正 15（1926）年，昭和 27（1952）年，平成 26

（2014）年の植木生産業者の戸数を 1920 年当時の町村範囲
ごとに把握した（表 2）20-22）。大正 15 年，昭和 27 年では両
時期ともに旧安行村・旧戸塚村・旧神根村（現川口市北東
部）及び旧大門村・旧野田村（現さいたま市緑区北東部）
の 5 村がそれぞれ 100 戸以上であり，特に多かった。また，
平成 26 年においては全体として生産戸数が大幅に減少し
ているものの，旧安行村・旧戸塚村・旧神根村の 3 村では
引き続き他町村に比べ生産戸数が多く，10 戸以上であっ
た。

c）　調査対象範囲の設定
　大正時代にはすでに植木生産業が盛んに行われていたこ

とが確認され，現在も植木畑が多く存在する，旧安行村・
旧戸塚村・旧神根村・旧大門村・旧野田村の範囲を，本研
究における調査対象範囲として設定し，以下，安行と呼ぶ
こととする（図 1）。なお，この範囲は前述した狭義の「安
行」の範囲におおよそ一致する。

⑶　植木生産地としての歴史の把握
a）　安行の地域形成の歴史

　天正 18（1590）年～天保 14（1845）年，安行周辺を含め
た武蔵国は後に関東郡代と呼ばれることになる伊奈氏に
よって統治されていた。伊奈氏は利根川の東遷や荒川の西
遷などの治水事業や新田開発に注力し，安行周辺の地域を
形成していった。特に天正 18（1590）～寛文 5（1665）年の
忠次・忠治・忠克の時代と元禄 1（1688）年～天明 7（1787）
年の忠篤・忠順・忠逵・忠宥・忠尊の時代には，大規模な
河川改修や用水路の開削及び新田開発が行われ，安行周辺
の低地部分も水田として利用されるようになった。また，
宝永 4（1707）年の富士山の宝永大噴火や，天明 3（1783）
年の浅間山の大噴火の際の復旧工事等にも，伊奈氏が尽力
したとされている23）。

b）　植木生産地形成の背景となる環境
　東京から 20 km 圏域での立地は，植木の運搬に有利な
条件であった。安行周辺には，3 つの街道が通っている。
特に日光御成道の道筋は，安行が位置する標高 15 m の台
地上を通っており，植木の運搬経路として利用されていた
と推察できる。また，安行周辺には綾瀬川などの水運も発
達しており，肥料や人糞尿が入荷され，植木や苗木が出荷
されていた27）。

c）　安行における植木生産地形成の歴史
　安行の植木生産は，江戸時代の明暦年間（1655～1657 年）
に旧安行村の吉田権之丞が切り花や植木を作って江戸に売
り出したのが始まりとされる26）。明治時代になると関東大
震災後の東京の復興に向けた植木需要の増加等により，安
行の植木生産は急速に拡大した5）。一方，第二次世界大戦
中には食糧増産のため，植木畑の多くが普通畑に転換され
た5）。しかし，戦後の農地開放や高度経済成長の影響を受
け，安行の植木生産は再度拡大に転じた5）。特に戦後の農
地開放による影響は大きく，現在，安行の低地部分に分布
する植木畑の多くは，農地開放により水田から転換したも
のとされている。

⑷　植木畑の立地特性の解明
a）　地形的特徴の把握

　安行は大宮台地の最南端に位置しており，標高 15 m の
台地と標高 5 m の低地が入り組んだ複雑な地形となってい
る。地形の平面形状及び断面形状の違いにより，調査対象
範囲内を安行地域・戸塚地域・神根地域・赤山地域・見沼
地域の 5 地域に区分した（図 1，表 3）。台地の平面形状は，
安行・見沼地域では低地に対して直線状に対峙する形状，
戸塚地域では低地部分に突き出す形状，神根地域では低地
を取り囲む形状となっている。さらに，地形の断面形状に
関して，安行・戸塚・神根・見沼地域の斜面は勾配約 15

表 2　安行における植木生産業者の町村別戸数
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度前後となっており，標高差は安行・戸塚・神根地域で約
10 m, 見沼地域で約 5 m であった。さらに，赤山地域の斜
面は勾配約 3 度前後となっており，前者に比べ緩傾斜と
なっていることが確認された。なお，赤山地域は緩傾斜が
すり鉢状に地形を形成していた。

b）　優占的な緑地状況及び変遷の把握
　優占的な緑地状況の変遷を整理した（表 4）。台地の緑地
状況の変遷は全ての地域で同様に変化しており，昭和 20
年代は畑，昭和 40 年代は畑及び植木畑，現在は植木畑と
なっていた。斜面について，赤山地域を除く 4 地域では昭
和 20 年代から現在まで基本的には樹林となっていた。赤
山地域は昭和 20 年代から現在まで畑など樹林以外の分布
が確認された。また，低地については地域ごとに変化が見
られた。安行・戸塚・神根地域では昭和 40 年代以降に植
木畑が見られ，赤山・見沼地域では昭和 40 年代までは水
田のみが分布していた。さらに，かつては全ての地域の低
地において水田の分布が見られたが，現在は宅地開発や
畑・植木畑としての利用が進んだことにより，見沼地域を
除いて水田は見られなくなった。

c）　植木畑の立地特性の解明
　地形的特徴，緑地の分布状況及び住宅等の周辺の土地利

図 1　安行周辺地形図

表 3　安行における地形タイプの分類
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用を踏まえ，植木畑の立地特性について考察した。
　急斜面を有する安行・戸塚・神根地域では，主に台地上
と斜面下の低地部分に植木畑が位置しており，見沼地域で
は芝川沿いの低地と周辺の台地上に植木畑が位置してい
た。一方，赤山地域では台地と台地につながる緩斜面に植
木畑が見られた。また，全ての地域において，低地の植木
畑付近には河川又は水路等の水系が確認された。さらに，
神根・見沼地域の低地部分は植木畑と畑が混在した状況と
なっていた。

⑸　植木畑の利用特性の解明
　ヒアリング調査及び現地調査より得た植木畑の空間構成
及び利用状況について整理し，植木畑の利用特性を考察し
た（表 5）。

a）　地形・土質に起因する植木畑の利用特性
　急斜面を有する安行・戸塚・神根地域の業者は，植木畑
を台地と低地の両方に所有しており，台地と低地の植木畑
の使い分けが確認された。安行地域の業者 A・戸塚地域の
業者 B では，低地の植木畑にて苗木生産を行い，成長段階
に応じて台地の植木畑に移植していた。一方，神根地域の
業者 C では台地の植木畑で苗木生産を行い，その後土地の
水分量の違いを考慮して低地又は台地の植木畑に移植して
いた。
　赤山地域の業者は，台地上の平坦な土地に加え，緩斜面
も植木畑として利用しており，植木の成長段階や土中の水

分量及び日当たり等を考慮して，土地を使い分けるという
特性が見られた。特に，南向きや東向きの緩斜面では日当
たりが良いことから，苗木や幼木が生産されていた。
　また，全ての業者に共通して，植木生産において潅水や
移植の際の水ぎめに利用される水の水源として，台地上の
井戸を利用していた。
　以上の結果より，植木畑の立地する地形による植木畑の
利用特性が確認された（表 6）。

b）　植木生産による植木畑の利用特性
　植木生産において，施肥による土壌改良や連作障害の対
策は必須であり，安行においても全ての業者で施肥や連作
障害の対策が行われていた。かつて斜面林の落ち葉を肥料
として利用していた神根地域の業者 C では，植木畑付近に
斜面林の存在が確認された（表 6）。また，植木畑内の土
の上下を入れ替える天地返しや，出荷後の植木畑で農作物
や他樹種の栽培を行うなどの連作障害対策の作業に伴い，
植木畑内の空間構成は変化していると考えられる。

c）　搬入路にみる植木畑の利用特性
　植木畑内には作業道が通り，搬出入の利便を考慮して，

表 4　安行における優先的な緑地状況の変遷

表 5　安行の植木生産業者へのヒアリング調査結果

表 6　安行における植木畑の利用特性
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車道に面した部分や比較的広幅員の作業道沿いでは，高木
や仕立物が生産されていた。また，商品としての配列を考
慮し，隣接する車道に近い部分や植木畑の入口付近には，主
力商品の植木や完成品の盆栽が配置されていた。よって，
植木畑の入り口の位置や隣接する車道，作業道の幅や入り
方が植木畑内の配置に影響を与えていることが分かった。

d）　流通潮流にみる植木畑の利用特性
　全ての業者において特定の栽培樹種はなく，その時代の
流通潮流を意識して栽培樹種を決定する傾向が見られた。
そのため，各業者の植木畑内には多様な樹種が見られ，時
代によっても栽培樹種が変化している。

⑹　景観構造の解明
　調査の結果より，5 つの地形タイプによる地域区分を景
観単位として設定し，各景観単位における断面構造をもと
に，景観単位ごとの特徴を整理した（図 2）。
　急斜面を有する安行・戸塚・神根・見沼地域では，斜面
に樹林，台地と低地に植木畑がみられる構造となってお
り，台地と低地に分布する植木畑を使い分けるという特徴
がみられた。安行・戸塚・見沼地域では低地の植木畑で苗
木生産を行い，生長段階に応じて台地の植木畑に移植して
いた。特に，安行地域における低地の植木畑は第二次世界
大戦中まで水田として利用されており，戦後の農地開放に
より植木畑へと転換された経緯がある。そのため，低地の
植木畑の土中には水分が豊富に含まれており，挿し木に適
した土地として苗木生産に利用されていると考えられる。
また，戸塚地域では，現在は宅地化が進んでおり，台地の
植木畑のみで生産を行っている業者もあったが，かつては
低地にて苗木生産や稲作を行っていたことが確認されてい
る。一方，神根地域では台地の植木畑で苗木生産を行い，
成長段階に応じて低地又は台地の植木畑に移植していた。
さらに，かつては台地上及び低地の植木畑に斜面林の落ち
葉を運んで堆肥として利用していたという，植木生産と斜
面林との関係性も確認された。
　赤山地域では，台地に加え緩斜面も植木畑として利用す
るという特徴がみられ，斜面には苗木や幼木，台地には成
木を配置するなど，日当たりや水の多少を考慮して台地と
斜面が使い分けられていた。
　以上のような景観単位ごとの特徴より，安行の植木生産
業における文化的景観の景観構造の特徴として，以下の 4
点があげられた。
　1 点目は，景観構造を構成する地形は台地・低地・斜面
であった。
　2 点目は，植木畑は台地に立地した。かつ，低地にも植
木畑が立地する地域が多く，一部は緩斜面に立地する。
　3 点目は，斜面には樹林が存在していた。緑地分布状況
の変遷で明らかにしたように，昭和 20 年代から現在まで
斜面には基本的に樹林が分布していた。
　4 点目は，台地には井戸，低地の植木畑付近には水路が
みられた。また，台地の井戸は植木生産において潅水や移
植の際の水ぎめに利用する水の水源として，利用されてい
た。

　これらを踏まえると，台地・低地・斜面の各地形を有す
る安行では，地形に応じた植木畑の立地特性及び前述した
景観単位ごとの特徴にみられるような利用特性が確認され
た。さらに，地形的特徴を基盤とした植木生産業が継続的
に営まれていることで，台地・低地・緩斜面の各地形に分
布する植木畑とともに，斜面には樹林，台地には井戸，低
地の植木畑付近には水路が存在するという，安行固有の植
木生産地としての景観構造が成立していた。

4．　ま　と　め
　本研究では，安行の歴史的背景を踏まえた上で，植木畑
の立地特性及び利用特性を解明し，安行の植木生産業を基
盤とした文化的景観の景観構造を明らかにすることを目的
として研究を進めた。その結果，安行の植木生産業におけ
る景観構造は，5 つの景観単位ごとの断面構造をもとに明
らかにすることができた。5 つの景観単位が設定されたこ
とで，安行の文化的景観の景観構造は地域によってより多

図 2　安行の各景観単位における断面構造



64 奥泉・町田・荒井

様な固有性を有することが分かった。今後，文化的景観の
景観構造にみられた安行全域での特徴とともに，各地域の
固有性を生かした景観の保全・創造を進めることが望まれ
る。特に，緑の状況についてはさらなる詳細調査が必要と
考える。安行では生業のために維持管理された植木畑の緑
と，屋敷林や斜面林として活用されてきた緑という，異な
る形態の緑が一体となって多様な景観を出現させている。
屋敷林や斜面林の分布や利用状況と本研究で明らかにした
植木畑の分布状況とを対比させることで，景観単位におけ
る各地域での緑の固有性に言及できると考える。
　また，本研究において植木畑の立地特性及び利用特性を
解明するにあたり，地形に加え土質の影響も大きいことが
示唆された。本研究において実施したヒアリング調査の中
でも，複数の業者から土質を考慮して台地・低地・斜面の
各地形を使い分けているという話も聞くことができた。以
上の内容を踏まえると，土質について詳細に調査を行い，
地形的特徴と土質との関係性も鑑みて植木畑の立地特性及
び利用特性を解明することが今後の課題としてあげられ
る。
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Summary：Angyo, Kawaguchi City, Saitama Prefecture, Japan has been a traditional garden plant 
production area since the Edo era.  By topography and soil feature and location characteristics in the 
suburbs of Tokyo, garden plant production continues to the present.  The purpose of this study is to 
clarify the landscape structure of the cultural landscape as a garden plant production place in Angyo.  
First, we grasped the historical background of the garden plant production place of Angyo.  Next, we 
divided Angyo area by topographic characteristics and clarified location characteristics of the garden 
plant field.  Then, we elucidated usage characteristics of the garden plant field from space constitution 
and the usage situation of the garden plant field.  As a result, we confirmed that features of location and 
land use of the garden plant field are reflected by its topography.  Furthermore, the features as cultural 
landscape of garden plant production place in Angyo were classified according to landscape structure 
and grasped as five landscape types。
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